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特集・状況展望PARTI琉球弧にて
ヤマト帝国主義は
黒潮に逆らって

神話の
メッセージ

ここに一枝の続がおろ。

インド稿ラーマ・ナナの悲軸7ライマックス、庵エラーテけが痔娘、碑

の頓ラーマのねシーターをひフナ…っていく・韓Z・ある。

ラーゲアナ（な計略のう、頓を十与、力泰い腕を二十本も持って・iう。蒔‘二一滴。顧

1沌亡菰えご漁っているe体蛸当フずるさ清。二十本もある手に一気重器とまうへ

ケアTe葦な確証の木賃ミズバリ柔いこいる。

ラ‾マ・マナー菖・インド人民大魚が苦し打壊し、確枝の時韓もつつ、匂子年lこ
も譲って、想像77昏77・一二爺さあIT、吏代L二言乙疲i，Skに統吾だoとこ・こIa、時代t記し

た漁色がある。

角涌‘、m尊の天馬。エえiLや、ゾシュ師・∴素魚動てi－ある。これ‡、極東的I二は、4フ

励飯事、するめも、知抜躯既定税、まして性欲三ゑ過して（、う。師、自由1二律

粧して計れ才一駄巨凍寒耕冷却かヤ牙くも（二綬しかる、肩通　庸デカ工えlLギ一に

も、イメージが重なるて当拍一一の

ひる0㌧フ乙・私たきが生き乙いう‡郊‡捉えと刀工、植野と　棄‘、採昏UとZ、・、魚用こ

包っめて計らう。とこに・神勧網走とこも称すべ干溌評展開している。

月宮殿
からの展望

寒＿　｛「eX寒 

喜一一重謬麗婁翼‾国頭 

私に　小枝争え　知子毎時と（3ユ之の壇なびとつの魯元のことかj話してみよう。

そこ（ニ（お講茂ふ平和繋がれて《－る。摸，二滴補注、更石和亡に4フの后、そし
て応満の魯畦から成る、空域の、あ3うことがどきんもカ、仁、一本のユニ7－‾ト柱が

1夷，たってし一㌔「中ペ」のコープ。∴亡弄サツZi川向市に卸売する、卓成ベル70の樽或

（47）



神速に侵入Lt一本の凡／くれ－ふ、今や披武生薬殺のもの群蛾。追、一込もうと

している・愛煙碩主義喪神の、飾々Z浅酌本熊ゑ紋していろ。
手練（とうと鴫し）板子久夫自画乱　撃球春持つズ私に壇、禅宗的噴石の

まつにふながIこ全盲乙‘一言、と食感しな

樗辞zz仇の冷却巾、油蝉した∴　豊里　たた　ずす　い一言、まるで：デーしヘソの皇宮。電

熱帯ジャングIL言毒塙の春草捜。珊瑚の三振。青い畢疇スペ7トlL。柏の髄高三専科二

重も急針鼠人里の燈。続の様。喜連にミ漬一一・・一一。県道の抜道と追う集材トラ、〃
さえもが　さうそ∵　おもちゃに。

しかし、袴ミ前鴎厄才ダーしヘシャユートピアの綬（－Z当汚くし　とねで　粗景のなかに

課すと流坤）主再，そ、局部盲信良でか）、王娘Z・和）、宿営Z、、ある，

枝叛き重工｛さ、その昔サツその軍事侵略雄や榎本華人束の宮死語を，に。煉

内（打）豆の先高．今村二足煎，乙まで、仮眠軍－二転玩した、当時のム打当居たさの

栂、、が込められ乙。う。

枝チ　島の山腹・二軸入って軸ボ挙証旺排熱軸恥下に（す、魚雪の戻レ庵

史郎良，て一一う。

サツその庄・政・般短凍千亡羊僅輔車　苛酷な黒潮緩、え′き遠出の黒滝蝶を生

き辿びうちの）二、魚聖人も一言、l＼7憶結え最のこの息に、善臣、板対向zJ浅，て、谷稀l。

向k清治血書こ博旺・付和ニi坤婁遷して無痛∑、幾せ伸二も浪フZ　捕手、許して

さも。

黒海ぬき捉えはきた揃陸中リマにもたれ・南郷墾鉦軍費合とちった。近代ヤマ

ト天皇主桑園友誼薙点、1868享年習－（蒔紺）は、奄美群島ガの樋弛

収奪主菜畦として豆対す症の鶴で替りと専フ。も．サツZ，沌鳴粗乱心。‡∋黒

制海毛細）、奄揃醒糞捨としに。

車台高下フ∴そ、太平…純竿と実煎純毛。輩邑如駁、米軍一㌔布回春軍基地だフモ大

息三も嘆とは違，乙、戦略直島咋毛を日の一二、膿極小。小覇王も珪壊し震うである。

戦争から米軍政和続意へと続く、食蝿の朕高温時の魚と　技手父島の芋とが生命

の糧日高。薮も喰った。喜Zヤ畠でそ、女人そねに。

8守同の「祖国風か蓮的末に、′53年Iユ且ユ吉日のダラス舌靴∵華軋こ毛並も、

序訴権擬蛍梶一事7－1スマス、フ。しセ∵＞トとして重畳，九に，芝蛤サ、リマの黒海疇

I二桁、ヤマト哀新注支持の人間峰の始まりを＞た。昨年は且、「粗酎和語捕

手娘」か〔lニぎ半十㌢しく催UL手　長帝は、義一にjOLと岩石収奪の∴‘掛れ

青魚耐茶●‘のZ与“年限である．

縁色代（こも過る中今諸富の結晶でかl、祖乙かSの鵡（）簿ぴあ3、校宇久急の耕端、

押し迫る過疎え壌山高玩しきれヂし、つしか離娘で加．畢生の生命巾弾薬破すれこ
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うかせ㌻ねた。大村の殉二貫か畦畦、急斜面＝箭れる肩車、木垂れ巳を剛直ようやく

生きて（－る蘇銀の疏敵味魚里人青史の風景Zいあき。

車線蛙の翌《73年、奄計二フきつ直れ仁、蕪燃勧賞（エ7y＞素社長糸的
け雇・鴫臥！）の鷲久恵樟虫急転圃なま噛注全壊猿しこさに栗の・暫草も悔略
で、ある。園内砥民地への公電位略とあう。粗荻生原宿同工軌日産7万八一し－レ蕃蒸恒一

㌦幸治泳止巡，推糾し仁の乙、送って、代申こ奄美i二・狂も瑚最大与0が
TI嶋憩基軽恒を、忌公台（絢の免れ込むご、申し付す仁のたら「′＼7、当諦稀耐u

九二弱いので、l＼7対篤庇おう。」（押合猷）（、アシこう外人轄居住のなくな

るたるう。山林は丘も相克るたるう言虫の舟二万うだろう。

魚聖の　紺埼　寄当三塾んで、

lIさ。しわ、し、→証す（こられボ

ナさんな道路工事も株戒疎

林土の素也．テ、リア。工事泳衰1

秒和露敬．合蒔転出オイiL・
和一母方＝亡トデ言毒発け裸．

（こ進行して‘i　ので証曾課ご希う。

林業、すなわち山林爾和ら

純、エ壷、貫く三並んこ、車棒材の

主部薫て・持。師i三重泊3

帝の干、ゾ7。工即事卜料寵謡帯織盤精密竺抑制雪
の統語（）、垣・、たたかれた山林待合・日雇・－貸金の，帥・山林の短全てヤマトへ拝

も心事狙う．ミニにも崎の構造が貫かれてLiう．

垂奥から出港してくる干，ワ。船の前、t進，之すれげ、）一博市に自フそし－5．をこて当事、

轍ヾ（し7両Ii利率暗繁楽している。し鴫．間鴨「か　両部隊alえーレギ一基

担決して、畑整電串軽業し、千gに、原与力静電叶（9　7kWx2碁）の一号炸

挨エし亡。志、穣・垂巨大コンビ・ナート除港ヒ垂直優約非胆ある。あま一に、榛

漆着工とともに、自衛繭多謝表（長嶋与00兄）の中内進掠素足．
二のように言祖馬車晴I串みると一枝宇久闘争襲呼t包LZ判る球史は含乙の主軸

掠史上綱目のように関連していて・高禄敗亡、日本列島王、アジア王．乏し乙合せ華舞

台とした、神都娘存非ラマを構成しているのか包してくる。

也矩骨壷飛車タワー・Rを脚こて、待証短在に碍・、王垂らして（－う最中、食h

Ttつんざ・く辞．′　怠坤舞の77＞トムたた山並も謡え・来もて1、すめ乙、戦前

嵩霊霊嵩　一週要産良
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観光ゲーム

鞄葱 二要事一＿三一千∴ 

＝翼竜豊能一翼薄ま年、、。 

奇常ヤミl＼会長日工漁－ささ

料斜刊号では、ム頓挫が乞嗣書簡痢乙＼耕時嫌いさした打合今恥、あなた
に練塀願わぬ柄圧せん・そういれ、種中之租、永再「ヤマハ、スピーカー唾

時としこ、短の萩訪え韻鋪赦しジャーラン唇十画摂食。思いきず。若者坤で

売主企業やミ／、が・夢嘩栃。ごくだつい。」言、ヤマノ、室復金一二．お手乱しきし獄

未和二・後隆幸喧し－てし一書せんわ。

人毛相談Z当清一日吉せん時人閏は毎食年増韻嘩しなまで鳴、目頭航。毛のZ㌣わ。

七時サラー十マンをつな私lな公息、丸会東証の闇韻一二噸昧宇宙，Zいきしが、

紫甑軽油ニスムのろの、の池の五覚J胡退院じていきし己。とれこそ、ヤマ′、猷垂

殖）プ千位怠戦ごう。「軽の空也スワlセ主妹の束巾、ミ守れp」の＼っての
／ヾニヤシ・マテ′コラム狂信匡もかふ春寒、とび込AZ・きた∴　二のメッセージが私の存在

を硫暗中・単打に。もれていたと忠つても、息希の練哩、コミューンユート

ピアのイメ‾シ、が∴Cの奥深く眠って時のZ・、しよう。結艮7e干すレ嚢言韓馬し、ボ

イコット、ヤフ′＼軽重沖二両坤ました。

心なあも右に一面甑もあ　まGんが丸の人生コース唾も凝組子フ有人劫と。之

補にと一生も購いでしょう。

和コット・ヤマ′＼遼飢え私二、高木・梶布類現せてくれました。

輔鴻計割注あた＞そなた壷ほ仁平蕪的話し合い挿糖せん礼た。
“いやなふ　れ紅、い。LnL、急く詩フと寂れろもらう。」ヤマ′、社員のこの護

塙遙ですe過疎鬼迫仁の栗に、種I＝敵ナ克て、刹矧＝離。、無人針こした、あ
の臥暗色と、請え韻の大棚眼のあか）に寛之‘－るのこう。

宿駅行政です。十条神韻一気白鳥にも（＝植言渋無く、別使衰勢二条－）きしに。柄

や灘匹英誌Cに村議会では、討論滅胎民声的、眉極左不足と、薄青すうテヤ＞えも

春用きせんでしな請離・紹介議員が碕｛－との事由乙ヤ下し享した。県知事のお味え

産児ふ中日二役陸澄一、に、相即、辺重訂串別封土民の生三弧和、j遮紐LZし

まうのも当然だったZuLJう。

ヤマリ＼iJ、私I＝とって、穀壷コマーシャーしそ妃の生き古層納れた。

「壇彊7万日・軸棲」、二九がヤマl＼のPRZ・－したね。住呼無視して－ラ由
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に閣緋蜜行し・工事略し、諦衝一船鵠住着を続あざやに　ヤマハが平和積と一㌔聞

いて辞れうず武力危函こし3・寮血清眼にしろ・侭的才徳昧ひず。武出こし3、賛本

（こし3、史｛三景直り。

／＼亀山で汀、300夏毛のやつl＼・レジャー、ボートをか週させる、フtl一ナ一言恒▲

皇巡＞Z、∴　怖豆寸五しているそうごうね．三蝶も重患Z当ナ暴走王一夕一　帯一再

33戒告を心配した義繭が三恵割印と拒否し仁とこう、ママ／＼′墓前し賞うごすれ

諦Rと対立しそ一一う企業が魚公営だとけ、聞いた口が東がIIま巳ん。苫せ、千振村こも、

東燃（諸々官Zヾあう、との徳丸心胆亨。
「ヤマ′＼け乏しい螺を改造し・急速彊聡′こ寒くええの屯建部を繋ぎます」大連

叩き通し珊瑚庶王噴フとげし、やハ幅揃え親告端絞し三、や一票吼＝改善しまし

た。せ麻中と、，中一も班に瓦清雄生えを、くi児島’＼‘、奴帝毛の自邸丁台‘′∑異名を

乞う、詩火山の急、報泳預I磁竣治として、売り仕丁九号した。

合Z“げ、コミューン－1′ヾシャ＞・アシ∵1ラくりの妙I主計鳴子んがウ口う口して一一うそ

うこうね。が→その、動画スワ／L－亡、ソピーたちも、あなたのしジャー王国に包囲や克

之、和えアイスやインディ了ンのような存在になフ乙しまフにのZhLJう恥

私にもIこし－Lビアと美、－ました．墨軌の低迷と貫一二、ヒッピーせ代のカくも、「やす

し両、くめい」的⊃マーシャ出生二配・）きしに．対イコット、ヤマ′＼蓮針鼠一組な賓

大壷睡騎即断11で・終、当きしに。

失楽園にltつて、箪螺的せ埼げ邑して手きしを。「噂吟のなかにしか、亀虫は存在しな

く－。」埼フ乙、奄美・板子幻静子現地二ナロ十二干し寺したo壁掛才一姉が終フたと

いっても、聞手（丁終り批」新しい舞台で得て、許しいね点から、あな和＝ム沖）勧

善お香誰畏敬彊哀すえ野の紳二、・・やか厚く、ヤフ′、棚引二人言のZ・幸

浦シ諦急しぎ、ヤー碁璃†郎写ししたの洞、－72年であり、華輔読聴瞳の　可

に，こく・子ら日本列紅適中γ千一暗闇璃毒し時ごあり∴一雨五誌急“′翰様ブー
ム証臨，有史乙・主軸峨封1尺な巌文墓碑え、ソト・7－7Z・－，結く言うという、郎

たり、い南面義息．i毛ギしぎや一国構想i古風や鼓の工かしキー一基過に、白餅総也位

摺廷一両打電宮I合フ乙（、ますね。あ頂が誘う言、未未の噌翻手当叩、石油9＞7

と自衛敵倍たかで高一Iまう乙うね。

誠かヾラ9、、イスの看板の段ちZ当な′＼フィー亨核戦略差迫ナウ。あなたの∵i哩相称時、

命t穏そうと‘－うの言ごLJラか。

ヤマ′、三詳しジャー⑪構想と輸」で追，て非づと、拒虜に面白いこと′こ高すさまうo

ヤミ！、高級しジャー基か妻崎け龍瓢の合到＝耽叶うと、－フ乙も、1亡端0巌雨読息、同

ラ列島、自鳴。′＼亀山諾息一二時フZL、ます怨したを新島・キ鶴亀・転読息《ニ
l‡．智ため観支7・・－乙十二轟く与論喜一こ能く、砧直観を輪誌計画げ自白押してう。

さ　け当二言方向嘗辰を白試　ろあ　たごつ。エえ・しモー喜連に、自前纏球足計画重患
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券いて。う、東或列島中貴重I百、戦略掬＝崖前納高く、大痕（丁とモーかくとして、大切埼

蜂ロート／会も根とも把手でまわし一、と一一ラ吉良て－iL上声か？

フ（一丁（＝申し来してあさまし；う。ヤて／＼のポート、エンジンは、そのまま、車牟同金

に凍えますね。重富半肩の滝恵与木工一合別口工肢術くら、すぐ主で与、兵暮生産に心的・

ざるとも剛lCいます∴殖えて、蓬、恵塾、ね合、通路、壷（言設備など上峰非、しシャ

一重並iなトスワッ　樺！．とも軌1どこ。つでも畢奇基卑生そ、微酔さらそうZ、－

うわ．扱くtz当事　戦争と平和の朗章票京町三尊フ乙しま＞たよう乙う。

諒撞瓜モ牒，Z‘弓状二え壇浸す昧自衛淡、1えーしギ一基壷幅Z7よもんそし一、やマ／＼

嘩境とすう巌．煽本の役柄壇過ごせ寺せん。丸に…ボイコット・ヤフ′＼の緑捨て
る諌i二両、きません．丸亀Sの声げ、薫＿率へ叫びと巧フ乙、・人民の桑に大害し　みなたの

イ鵠－二郎に添武‡貫いて・i小の景…弾嘩与砲声Z・しょう。

種久即坦哩に之、卦稿紅え4007咋ユ昌。　烹師道卑草工利男

産業ゲ＿ム「‾＝

輔弼故砲が返還つれな　再7Z辛は、ヤマト帝国主義が、

上

邑餓細めて固唾蛾大し、毒去侵略を主としに、露骨奄一一打棒彊主義一二復唱した午

として∴註嶋．されるにうう。

雨滴噂で軍事大患i表が金剛証敗北して七、ヤマト南国主義の本管は全然吏もち
“、とっくブく患う。瀧主義園庭としこ米酢儀一Fz、虻蒔したヤマト′主軸半鐘し軍票

景気と踏神色として立直i）、日痛蕨体却下乙、、ヴェトナム弊（＝加担して、恵瓦縁者戊

長雨誼した。菌RLえルキーと集中しホ平ミキベルト王也章一京極のて亮液の和一冶卸、

玲談浸．市塙（＝恵まれて、即トの初手の夜業三ステムに漉しエ。、線番大国主義の鴨

利ごある。デイトーイ二・ジャ′ヾシー専吃壷の聡々に与で筒透した。

人口鮭、々古称王、イニ7し一ションなとと鵬油とした富岳終車最長の結果、太平

￥ベルト坤串の怠業毛動が餌的棲陶二重フした時、ヤフト雑居請え曲事フロンティア

坑夫主星めた。和ニIS、亀谷列鉦遇と荊うら、尭嘗碕壷再縁戒、す油も克美の迎論

敵と非能率的工業呼帯ス1う、ソ7証言†画Z・毎日）、外′こ1㌔径却廟と希うう　低蝋龍・低

賃金龍国への奇本律啓ごあう。

軍師丁序．この時恥こ遺墨持た。摘降柾蕗し、主な閉桑が押し亘に言草籠寿
ぎ韓一再〟の巨大700三㌧7ト　講義　差、ヤマト沫一才、仁王言う与のラ「自＝車馬碕本
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無用こしてしきつに。ヤマI＼毛詳しジャー昼樹かこしても、東亜燃料奄宝達需丁画iこし

て青、いす九も申戟邑蓮の、7乙キミ詣＼舌して享こし乙し－50

フロンティア兎に常宿邑主菜の木にあう。∴　ニZ当なる三頓着収集も中間こして、厄

難清文BRの市大iも命と打てみよう。
‘73へ′74年の厄過＞ヨツ7壕離れて、、給青春一枚高it　后も瀧宣土盛正在庫の

4与圧命から？0白金I＝引き上峠よう・こ、庄治貴ぶ一二義弟ブリに。商え討国の毒新

二ョナi仁だム主坤和すうに少の、乏重石卦ミ韓国の前説略乙“あう．国東C TS（＊）が

エえーし芋、－危機モヤシヾ－＞（二重，乙、原河輪落とをんで、虚業7口上シティ了のえ亥と

な，鼻。（誌∴1乙＞トラ‘しトラ＞良心－ティシ主ンーシステムとも、セ∵十一ラ′し・9－ミナ′レ・

ステイシヨンともし－し、、忌。ええ坤の言票である｛ミ　一心埼蓋墓せ。原義（嘩軽骨部軽

忌せが？）

CTS計直吉、日本到急余事《＝令帰して1－3が　オイ′し・口十にきって、誌商小宮・請

に食卓的＝但柚に。竜一尊命・諦蝶内lこけ、堪車のの岳　厄柵か忠担、証し7甲も唐

紅TS、完工希の三菱后赴鈍重cl－Sシ含めて、ざっ壇哀しZも、（車軸のC

TS計画がひしめいていう。しけも、お魚お宅、令武重⊃二言二子一十、枚今久喜后過冷製

墓喪辞の巨人輪潜計画がCTS計画に〈寺軌て一一う。正一二義蟻、年端め計画て巧言。

車高血こされ一着、・ヰ繰上奄美時虻に合計人口一月iOが塁にしか過半万一，のl。、夙吃

華の栂犠計時ま、邑斡姉継彊30鴫にも達フすう。まが時事隼の
退在の応戦冶贈賄わく専蛾内謁纏の4居て、、あるのに、同車卓立高当日l＞l南桑（拍本一引－。

眼冊子坑夫小高邑主家の蒔藍莫持財鴇常勤とこ主ざ込んで言開鶴がB棟90日

分が遺品こ通ブいた。すると輔噂応油と団による郎綱鴇20日令を主要、匝・もに主

含ま電車五輪龍構想

（日本工業立雄セ＞ラー〉彊）

①石油・妃単（三菱・‘4右†埋立Z

もろ。CTS差、王者。）

⑤電五・千（レミ

③厭う弓l∵有卦

④1L単・食品－　しジャー程浪

⑤騨風連操車鳴
犠遠　④料一難

①鴫　⑦講等（錐・辞梅竺）
私利　○埋立都区　三軍恥の貞傑幅進行や　ロ工蝿構想区
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宿こ勅しらふ増しタンカー亀嵩（噂ii欄的、

橋雪タン五一縫（1滴齢胎）、三菱重工が‡洩し。、，

う上五島ギエタンが綿布と、がこれぞ－〃ある。今春巾長

崎県と胎の・小口互亜事噂中台もl＝週刷て（一言。

二才い、垂線ネ又を暇擢畠としろ鴫．er韓，軍

事一群亡を企ん彊押扶略相眼摘捷融塞効、
まに卓要滝ペイ〔蝦約二転じて鮭蒔お宮岸重囲愛風

聞薄の毛工、布と車対応する災畳であう。私たちの鬼

（‡当り唇誓、菰j瓜の輔から・護東夷晴へと玩刷れ匿璽遇器蕃諸子患

（霊ティ、÷誓書∴誓霊（譜器菅笠∵し触り
1130今度月毛外も、〇時返えて和lL D十を南進しそ・タイの7ラ雄健所70ラ

インCTS計画ミ7Dお了の′ヾダム、朽才色cT需十画、イニトえィのロン朽

毒峡CTS計唾碑から印し。パラ　CTS計産直、自損ふ事業団ラオ　スー／ヾ一

再一鴫樽の－発語一上下高くI渦中ギ甑に碧く米軍墓掛直と一往ごあう。

太平寄ベルトエ時この隻軸束i二よって日本経肴IT驚尽し仁和二　三綿劫、ら速く軌

に蛙e・CTSteコ＞亡、IT－ト摘，線条牽則晴祐している。江、噂矧。i浦河

帥両種貼彊通則そり3と一一うのlこCTSやコ＞町子訂遇宣急く・iの舌
不可締Z・牒言。

終請負旺義視すう朝言i蕪′乙－あお主詐軌エネルギー－細塵取安中ヤマト

雨主義礁轟梢軽、高言猷東映粕＝翻一繋…）、神彊
碕鴻鵠塩と央（こ、献駁略主格対して。う。

軍事ゲーム
∴ ＼ ：∴ 

豪墓＝二田二＿ 
0． 

7ユキ碕滴返還高車・白鰍のキ鮮駐鵬i－て（－う。金武毛の瞬、ネ議寺門

桑息巻計画端っこ　寧諾十和等上して1、3。7甲高蛙毒車中ェ」ナもれ敗吐。

て　持主7三、i7大塔かS敢服し日本一台三幸7月C。シーイン塙シャ一千、、（エコ骨

（レシャ（イ＞卜羊）講壇峻甫衛線に主情置く・了川向乳母漕略との蘭達て－

自衛郎和裁瞬∬下車命旧主毒の総合《手合確政策の支柱こ高て再。
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在輩的衛線†増発すれて一一うOiニ師部筒Z再制服誇壇びりか、乞い．う。寧鮮支

流戦諒日本軍（二郎殺し（二子九、また璃合′ニJブ乙のス／ヾイとして虐殺つれた　ヰ篭人の・一

軍殊γ凛盲心情主蚤廃す：と（、ラ鵜で・棄く、経机こ譜行しそし一言のた∴師げ種痘の

か1－－しIこき手札てし一之、同和で和ら椋示しの上て・舌命画す克て（一言以上げ、名将事のきん

引、JT蒔喪ごも、椿砂時心と溶くのに巧守であう。

どすでげ、料たきが各席蒔恵一こ申して令和してキよう．

廣一実虫票一弾、郎捕縛ぬた溢（吏員∫00幻示萩刺青合戦が、ネ二的篤．災吉井

農として・喋り辰一丁、S九ていだが）一国椋龍完工の直後、中崎も垂心が来）さすれ長。属す

7）満会、災轟鴫一しこ白師友迫一i棄う漬保も社会と疇示して。うZ－IT7，，・か。

鮫か掻。優和ぎ二人証衛繭の主軸鬼恩のひとつ‥克て。たが言合乙当増強

の鬼厘として、不平か藁と並んで・夢中二三坤すれて（－∋・鬼謀市の息衝羨誘致運動七、

災郎接、ネ三波青竜鴫畠で参与。

奄美でil　そうひとフの鬼患がさが）壷フZいう。／、ブ木賃ごあう。－日韓、給え急ぐ

／、巧奇計住敬と称して・郎諦輸液が上洛や軸迫と大型輸蚤へ当乙・土浴し　火炎融す巻で

楢手羽馬手払い・ブルドーザーで大工冬と　っかか　言わし盲　この盛大な上路戦前デ、ミニス

トし－シュンの狭農高！、ブ14度とか。

萌　内申の蕊、与略息で一言　つと馬主晴雨執事1当ある。ハブ余部蝦と荊して、忠節

波音忠を恵三も洋魂追して（）う。∴引ニー風連藤（こかて　鉦中ie∵ひ、祥チ駁積糾

遥採＼そしてへ口証一十m貢してい。一叢′＝lJ、瓦屋輪郭軒端息での舟繰馬で－あら

と＝三〇丸二十の－さのそつI晴背サイン小塙爆牢の皆料、二両輔車なず

むわきネ平井寮となき．

諦匠吟中一加計宮元息、泡峠雪、両原軽信もナのみ拳泳攻の策謀かあう。i“もナ・脹

連詩催せ保も母港でもうし　轟楠清廉辞職放。車重鴨だった。中立か抽相

島まで忌く逃ひていろオ付し・D士別斉か給食担保暗涙藁の壇時宗と卵つつ

あう二言←かこしても1エえiしキー急造（じし左横が戴鴨前転魯魚として重ね丁庇ことは

恰遣1－鴨1上

米「韓，今風諒澄・、チーム、スC当＼ソトー7g〟の壷後、輔日

計醒綱師痛議拍草較遺し仁。語か中食、錦三訊こ
ト等塾．〇日三郎岬火災埴生。きつ気二重鴨iニ授九だのけ「

尊母」対瀞的、機中フ仁。1と中ロが、能を自衛紛息識別㊧内在、

＞仁のZ∴根付碁東か577ニLL、ニ蝿がスウランブ目しにふっ

にとこう、哨戒蟻1注も乞、つた。羊の－吉浦，絵を米軍の大型′＼

一日がもて（日に．「l同時汗で匡悼辞三軍か舷をず。米軍の部

鮮半合涌馴れ二舞う寮支蒔希の緊張を志していう。」」の不、軸

も再議干しZ一重印行ともネ恩義ひある。
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Br強。旺宮林蘭睡即鳴融車軸したが　二回こ串こ・Br軋両軍吠

え涛zi・抽軍事碕庇ブヨ二と囲　ど　う。B「斡J面憎か一席高三上ると－1う重大ケ

旬陸川守宮上∴てス⊃ミ臣の軸をモ諦辞して高時舌禍藻Z・摘。

プルトニウ

＼総点二二＝＝＝ �原子力船むつ略図 

ム　　∴ �国頭醒詩話茜喜劇 輔輔捕＿ 　閏プ。ベラ � �lSSS土蛭田四 

7。－LL＝ラムユ39。僚㌻信号94の趣ウラン元素。半裁姉ユ4・400年。俵ナ炸向て“

命射i匂うラン之3ぐが碗連鎖使え・すうと、非命劉生のうう＞23　がやしをi佃t吸収

し之、令射生の7日レトニラムユ39｛こ主柱すう。70－LLニラムけウランと英一二原爆材桁・

赤目、元急榛濃壷ラ〕そ、長崎原爆′けlレしこうム自足同して一一

（00六合のI9、の体内萩稼ぐ九一二を3席、甘＞イこかの、らしいラ、杷

優子縫した衛生最知与も筒で、ある・自暴帝に一掃たしか7。ルト
こうム申告か、璃燥私室か竜一の区的とし摘溶いれ　賊の

大王（蜜主星）70（し一」（二もわん㌃令兄つれ工、文を壷一上部塙

王。70tLトニラム（青く

昧毒の恵庵証言蓋し戸、人工軸鮭、蒔。
榛㌻臨、渦∴）むしに偵辞看板燃姉、S　爆狽当のウランと、新しく剛性した70時」

二うんとを、タしの灰のかたうりかもうし即事二足撃しな　ノ分離凪収すうのか：僚向三春承燃料

亙処理工為の役刺Z、、ある∴ウラン、7oULニラムは、荘増か0工すれて、即時に専心すれ

る。二九を測染料サイ1iLとし、う。只，仁兄の灰、亙融沌最終座責前席　寺合方臭諭の

弄蔓もたく、永和こ〈精し初山語るな一一。

j高良ぐめるううニ電源高く　に　たり十二年燃や引証練や　蕃一二新しく乙でてくる、

打星の－1、亀のような、70（しトニラ乙を在かこ和風しかJ九げ写らない、と改廃、属す五菜

帝、御風鎮壷～習う。しかし　7oル十二ラム享有か一二伽ブ手相＝l碕な三立郎淀

ナ口うん高速嘩漣臨書、蒐たども危検視了克てし－う剥く粋より七、柄遼中二危捨彊噂

そ、あー）、昏浄一団i美、鞘亡の官途も立っ

こい言きい。…上iえ、7。－レトこうム室魔

弾蔵の本宅の狼中古、席捲製造以外I二

はあしら九万－－。7．（ししこラムJk8

十寄合う00万円二島蜂起庶浪1低

とiわれていう。大菅生乙・青原温ま重

訂すう時代ごろi． 棲燃勘サイ？iL 
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亘理（朗）　うう光一薗 画一囲詰一圏TBP細心国王重囲 ∵∵「∵∴∴∴∴∴∴∴㍉一 ∴∴：∴言「 

！ヾ1げ7ラ聖霊湊㌍∴歴垂重囲一国丞宣巾塾趣H塑 ∴∴∴一一　∴∴∴二一 

触。舟十査読の免の灰t赦し上　しかも、ン、iレ巾ロイ合金禰t7、、鳩目こしたうえで∴

狂を磯部工幕と敏、群舞学事＝乙が、この工散人忠のテロ青草か一転雇－こ

危強み庶在とする。手車の巧く産土　エコ　ふ不可能乙、、あり、浪負担率束‘おを′二直線し・しか

も美禄‘二王違え的軍曹蝦す。准半貴の日和轍煉許しは、立郎疎的菜毒への目

前酒乱配軽の冨韓　付き火災、罷醒五・棍養、のの虐　生け若しか、。
し中主、枢ら窄輩1拐直弾て・連語丁止るのZ・一団くそ、珪酸工蕎言小鳩工塀、泳京何

時蔵穣食らと、闇連粍註揮ってし－う．こかが、禎／ヾ－7（絡合板工えーしキー差せ）ごろ

ぅ。車喰恥工工清雄、微粒ナ粉末となフそ沖に窓醸しや　い醸し7。－ししこうム金属

を破、う。7年卜こう∠高言、吊i醜巧は篠、墳喪三弦かかれていろ。時絶衰語、

故知廃斬主茶壷ン7の肢崎が心配おれている〇　二掴、缶十年間に‾梯TL－、タン

7主入れ香え巧から、何十万年師、鶴し辛り加工才万　々し、。

再話村の画常永秋て哩′Pイロット　70テント（

0・7t／日毎頭巾）Z、、さえも、揮卓蛮ラ高

I上襲うべき三号部や、工某小崎独英毒に即“、っ

て，言うという0月二、両喜郎皆の民営工培証言†直で

九Zいる。通秋雨小二4唖の候精雄iこ7、、－

て机上種十王絞iZtしそ、瓦雄糞再試主と近く実

養†言という。その（－す症巾、瀧ふ批評∵徒∴∴∴∴∴∴海部見た東海村再処軸

i島が最布巾と九九て（一言。解鋪1綱蝿として、す葎6両河の予等証触

れに。

彊しても小瀧i′急である。通産忠蛾で敵性、画一エ瀞陪席・「本土団地石
下滴亡」ごもろと、駈亀住R＼の人格無植毛隠しもし和、っT㍉

とうとう、さや巾ヾ、つた，′　ヤて！、のスCO一五一両、兎のメロ子中ィ。奄短尺のね命Z・

和、料tt。渥今宮つたの塙7oiしトこうム、喪との訂乳7時トこう∠団・のか叔

担半径60回の区域鴫薬商と。うか私ttの根キス忠一で、工雑批点かST

恵GCkM∴＝油量していろ。
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綺え　最有力託の板取専各町乙計　らえ

約三注区輔車が胃服毒で補。秋和神
川の，脚桂評凧雪面極ってし、う。縫名　田

日で、小貫‘H．貫薫300ト＞の遙端凄衰　前

が疎＿1ニ胎まってし（う。

つい二、⑳美雪‘′HA一丁計直詞を‘′すむ

扉つ語娠廟　殉網抽郎嘩工程，計画諏
杏や‘iの存在。前夫渦間球†画、寧日、較蝋龍

も＞中崎闇怒陣と丘ました∴富み尽き日

本工業五時セニ9－が‘7牢i＝〉湿した、二

の詐書け・①誠盃の楠母、㊤立貢素魚③

住民烹甑菰杏、④五時軽業垣、⑤涜水蓮

工常の蓮根（吊二木短官能母⑥栗毛藻棄（

3000－年000ト二名良4チ争）、⑦通路計画（I講4

線棍捻、300㌧苺均、舶用3・土手　車線）、⑱

塵埠計画－（1さきの賃彊襲垂水濠とも高く幸

市二つ、汚＞構想）、Qa垂ら1二ついて詳しく

徳ね－三昧場耕法（二筋していて・棚康広腕もあり・運航最練前を

鴎（盛衰？）すう計画のようこiあう。

徳沌帝、日本涌太平韓か壇、良木暴沿岸か江　刺三波撚判薄と髄する

の一二姐彊一計二位置しているoうな軍事基やi輩亀の部会一二あ，そ、南街上手相で

簸鉦外の麟地（二フいて五時蚤～笹みて担う。壮奄遂厭鉦1滴姻ソ連と忠

幸挿して‘iて論外で鳴る。様の清聴栖本善本虜確をソ連三組憧る二乙乏鬼し
ろ摘韻がある。太宰羊㍉中轟くラヴ）息、幕増すのか壷衷心呑土龍忠が阜

くもり、玩鮮上古偲主点坤不利である。ラ壇i＝I清衡的も和し、航源確l未。点ご

古壷もしい。寺恒県東画稿でIもりもナ．の南軍巾、舞．　長途淡、、＿　＿、

桟高架将工常かiI主部引二郎をやれる7－7。トン
弾のま射線責討た可て：モ給i急全車と三強。、

亀も÷喧嘗すら。東ミ台村風狂でも、すごIこ絵札の寵

奉幸が急くもって。う。火災専散ると、（こよる7〇一しト

ニラ乙の丈母を中瓶あとでもなれ言へ鯖（雄が）走

れ和一。再三最として寺ヰ‘こ叔掠れる和靖を拍I‡

食前連鎖を忽こ高厳に叢釦トやがて人体－二軍満
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会で人心に蚤，て魚



すうo緬鴎的壷姉譲る融や軸にJう大量戒心一手蕊朝I二束フ記し大西金

華義軍壬観て課し、善吉∴∴ジェット烹料＝食って遇我丈芸歴圭も雫写る。晴嵐計れ

破線最善軌を、ネス一二、あういけ少くとも主よろ手刷高射癌棄燕と有る．工事様亮

躯も仮《一窃′二も招くもつ乙からも＿毒薬韻として永久・こ残る。

榛ゝ巾滝諒のミミ染巨頭匝未検収聖経粕との作業一言、冷幼名亡きうど湊i一捨そ

穂布のようl二三韓窮。すごに驚くべき大枚の従業蔓・日雇鞠か、膝輪業ご板

蘭錆と蚤－）、天魔毛細して工、う。Cサ上原三m奪合薄青の重昂から、郁鱗台も諌

めか乱す「増Iニ零時上れ高までiあう。再起のJうな人前刺と人膳長泉、㍗丸が原ゝ

巾一　巨利単　の漣をZuあう。

判AT計直訴喧i‘一二年加「「繰上息からの哺春原外新改喩各年7°0人

鎌樺色食味計はオ000人、きれ（二桁で、徳i甲　の塑或詫（“。。人乙、、坤、治

脅両種I帥恵宗・」充刺さ電己の渦で撞．奄終難所譲諌！香美全人口
の蜜i∋南台l

HA一丁工か珪嬢I彊毛布の高島本譜鑓h′自白にか邦トン。全＿かれ57。

（し卜こう4－号∴包ご　崎型僚思う啓介i今ご喜iこ4ナ00発令！

焦し鮭亡かナOkHに－‡科挙扱新市の通主祭車高センタノ
ー‾憶シカか高尾に闇茶すれることで∴さく了承輯巾の譜在博子高手さ。

症一斉、人1衛星の技師i専こか自軍やの戦頓盟の蜜板子晦として未

練である。」（応慄嶋ふむ）鮭両軍の平耕一暗鬼のもと1二、鼠

謀軍事ポー五一・ゲームの左於河帆、（講虐めて）碗戦直前槌して、

謎ミ睡しようと‖うのか！？

徳L短軸鮮ギ鉦Sも駒特上輪拙垂訓鴫置一二両る・し車、Br韓．文語常

蒸せ軋二も重く、ト韓国」寧一二とっ乙も治術上月註iZuなさ。礼砲邸魂の軍備尾痕；cEB

福本m担って直治涙か鴫itも、軸鮮大官り凍上に棒型うう接受港がメイ＋、イン

ミヤ！ヾシナおフ之もネ忠言義ごl7万・一。

漁色知重工琴一滴軸輯稀師のZ、、・合全車酸忙し、五一C、－＞銑戦車、ミサイ′し
ご厳重一二沫蔓すれうだるラ。与蟻′＼ヶ所鮮業鴫柾細として、如鴇郵琵叛

｛二、電　連蓮　華雫鮮　ね力である。

報息的な桟発虜茸・麗宮崎匁婆工瑞立地－ミ選ばれる強雨ひとつがこれごある。企業

碓恵、崎接息、様の範凪げ恵時である。？刈れ07－マヤ一元工漬熔精製針の巾レ

ニ唸祝事l千巾、きれ（了どの

よう宮ものか萩している。

専轍貸宮下とも松見とすれ

馳駆箇箇眠け剛直山、零
ソ乞られるだうう。旬常と

現 �組 

反緑藻郭前部主　誠滞護を都子Ilj　プ′ �ラム嫌気J輔蝿翰 
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渦と摘時、穂か三晶厨稲子昌埼博し叫両部か、牟うう。
デ当うI＝よう破裂工作、根ざす77対馬押合として、破告別曾東軍甘露墨江　嫌

う亡、ら核′ヾ－7穣芝授箪l＝難し、知合主駁産直信篤郵亡に置くださラ。克之勘合巳

誼衰寄ラ厘毛と引う竃i一二、え喰回収軸kjうね、ううpス中細帝に～主柱監視
して、コ∵＞⊂デューラーが魯塗すろ在ろう。出入患者も全て〒エツ7才九一尾行ざれうなる

ら結語坤乙当涌く、再読絶食哉匪今日ミ箪荻・ももれるような・鵡今）しく＝置

かれ語らう。碗稀空け会侵‖二分希ううの乙、、、嫌群島での7。（LLニラ∠危な元会食験の

結集1丁合忠に三毛醸すうなろう。

弾ましう7o，しトニbL社会。れlき、知講和支配うう呼放心市中、一二途も‘i灸の

東∵輪追行進。聴押たこうつ＞ピューター。心浪もし－　∵一言立言ウイ（レe謬弛

ブみの永技術崖の古生龍山坤色魔合し古座珠。暗て）与フステンレス敢タン7。
こうしたを貫け、裁点てi河くそ、近来秦の悪夢をううか。にフ古今の碑閻l二も・アIし

」こう1－7掬か紺手秘宕薄蘭彊良し、発電善束け玩丈していろ。‾ふて再、まく亡くす

画一も，一三遼寧忙し、京王合一訪えb講和かニ77、↑′ショ1亡しっフ希う。

7．ルトこらム社会、それIT、専守…Tの」を忘と黒澤のあのもと（二、璽左通宿して。う。

進一I来ろ、hA一丁計画との苅吏一㌔奄貴人Rの卦の樹争すげな、、。三でシテユう（奄

善人）、うテナシチエう（ミキ編入）、ヤマト＞チエう（大和人）含乙の園手で1電『、読石

である、あ陸萌の騎手なのな

・食⑱ふ把で桂間する鵡常連叱貧賊貯雇主師周辺の反良種火潮時、青春から

働崎＼そして奄美杏と心の“積数蝿l・徳満呼へと引高踏、克て白く反《なナ闇、∴

た、存命金吾の反根⇒眼巾底電停恥聡起訴違鉦二航全て厚、鴇在でit、「廉さ

両一時かソ！」意識で．綻びあって一一うし、や巾ヾ・Z　も翫え五経聖上常駐血輪亨に収録し

ていくた、うう。

今二を、全てが憧喪巧言べう峠て、、ある。畦藁実時樵の患部笹沢聖を邑

和こし勘、エくさ、彊心房棲息即日螺的二、ヤマト巨大主的紳哀
調しそ、ト一夕lL嘩合志軌二時ちら7両しこうムえ1会への敵前、

コンシュートピア的7亡。秩主軸う癌亮畦・斬除雪日印乙、“胱し乙斬ロー韓
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翰i亀うう　的確な論壇巧も乙当、う。

TX巾、つ一口、ソ′ヾ榛郎乙、高良な新

訂申応手、纏して（）河、J言の言申註。連日。
ももうん、種最乙・、とそ高く訪独、荒縄上声

こと証す序、ある。しかし　高㊥主喜び余年J叫

連ュ九に垣　の、碩龍で、ともラ加、iオ諦妨

構造主を善しそし語ら布巾マXi「nZ・・原稔三嶋

かフきブリ団・iI紅涙柴崎、日本も含め、破後

進国ご壷翻迫への和をヲ結う，これけ帝㊤
主義の論華Zuあ50

きれでは、誌大患の洩高㊥主練乳ニ‡つて

事（昭和54年）1月258

最も人種的将帥hz・－30両、どの武藻を31が7

㌔にらか忠地l）に記当て当・大門謙一しそオーストラー下原（主R了串当ジ二

六千寺請怠けて×同、フランスの穣捺鴇だった。今きた、7回涌太平韓恥
一藁と。乙、つ、序ナ諸色千二アンで善時結合基披達識ヰ乙、・あう。パうら　ス‾′ヾ‾

ポート嫌、華彊牲証終ん乙川う。Lnも・巾凸i）＞諸色団棲奄細や工瑞相洪田

奈†画下山‘－う。∴うしな沫宰十二対してつま師太平軍煎鳥誠一こ醜め、患え施主

間引＝立ち上って。う。

ズーストナ）了乙当う、日本向丁のウラン金粉繋唖的乙－、原注も7升）ジニーのjL増巳を

華リエーJ、、Jラとし即∵直って民族兜正恵融＝火∑点－ナてしまい、入洛今上奪還騨と

し謙LL担そし言った。ニ袖手（tE香のウラン責番外文吉Z華心して十一る〇

二二I二人組いる。奄貴書ラス鵜野も高吟の、尋諏した舞iしっフある、良榛小・白

滝識け　太宰芋帝涙、アポ当三、二一年施主圃：主壷Ciていう。

打。森　フイリCoンのスラム、「詩風」の舞台、合武紫煙・巾の五、，）く優の宅

尋揃・壇壷単極の国事が串沌三宮嬢の真也、人民時日に坤にい
ろ。印。臨もう！

神話的現在
古希詩聖サ†専ミキ」ユ蛙三二二＿

－一一一一一一一一一一一一
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君子ラーかアナ一手∴苦行の和一あっ乙、彊碕サィシ1叉のえ高患う。
「樹、押して卦子ら」∴←永古朕ににくめ一一きせん。l Tをれ（南的i説をわ

悌亡仇」rそ高ででは、料を貢の王敵え（こしこくを了・－。」「ようしし、。遮えであー手ふう。

」〝彊魂と龍に卵二・軽口も層・、まう（二十禍と、泡よりも弓をいようi二：三十本。

嘘で授けZく仁、才一、。」

天下無敵となったラーゲ7すけ・証工まめ八一）、都の王イントラ王嘩靖lLに。神

々青息魔の希う＞カーの収隷とな，古。苦し斗け一天矧請った．

t鍾振絞脊梁の勘でごある。

黒重臣こすイーし・寸」・し直患う単でご締。

い→の喜一こか、原ゝ粁衛星げ晴上珪93的†である。

イン噂話のふうっと・聖なる汁＞ジス詞にアiLLこらしかえれ噂でそ、あう．CIA

恥碑の穣験彊和うう的て・・亡マ祖車軸しな7〇一し王ら乙電流の勧

業凝華放置かhてし－そうSに・昏穏iこあっ乙・什ンミ美事iこ離したと。う。

イゝ卜的両高点験幻帥経て巧言。

それi＝しても・毎いう専用献1こ王達ITにのかy　秋の死なも、まを余る．人

海の灸・屯韓練のねこ立ち合えという。か！

サ7－し～キー青嶋う－

宅しむけか＝折ったo神…舛シ⊃坤i二軍涼．
“う‾す了持せ郊輔車お放く一明・－ものでしぉうか。，「おし－，。希、0人

瑚（＝生まれれ‡う。あ航弄けサiし回って亀河函・－。姉に希と私法彼千

種言ラーマ・ヤーナ叩・人民凋ラーマが、…一月ラ軍漣苛して、魔ミラーか

TTを打倒し、せ和才術浪Jhう．

しかし・二の禿。フOILLこうも巾、‘、瓦すうせ酵

「工えーし千一一蒔け再l約二料九・輪鴫暗号を。全て噂飢エネルギーが平衡

極I＝重し坤、彊一派柱も平場言乱が工ンLDC。－尊意。義則ていもう。，
“工シLDiCo－導入斐即1三和高ももの．二心が、争今。主義ご掃．」

ねこ掬え一言亀今夕　自負と、大総と、呼鵡観との如串略，Zi与ること．ク

ここに永壷の漣涌く餞明るだうう。亀子ること。ム坤）紺ナヨ二と．ヤマ／、i三石粗

酒一二・7当LLこう　－こ・全て1こム1年1線一丁うことf

醜くとうとが机）板久久鞘鞘呼雰＿オーム　人も坤ラーマf

来す－
’碑帝位した上う証紅恵暗夜ブうのは和にめこ高うか？。

三つ’十・ラーマつiIシュナ－

「節l誌も面色くすうちの吾．生
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